
 

理 学 部  

 

● 学 部 の 教 育 理 念 と教 育 目 的  

教 育 理 念 と教 育 目 的   ～  科 学 で未 来 を拓 く 

  科 学 は，数 理 ，自 然 および生 命 を支 配 する原 理 や法 則 を探 求 する学 問 です。科 学 は人

類 共 有 の知 的 財 産 として文 化 文 明 の基 礎 を成 していることはいうまでもありません。科 学 の

対 象 は｢未 知 なるもの｣といえるでしょう。これを様 々な原 理 や法 則 で解 明 することにより，新

たな発 見 にたどりつきます。｢未 知 なるもの｣は科 学 の発 展 とともに絶 えず新 しく生 まれ，研 究

室 や実 験 室 のような特 別 の場 所 だけでなく，町 工 場 ，医 療 現 場 ，生 活 環 境 など至 る所 に見

出 すことができます。科 学 を発 展 させ，新 しい知 を生 み出 す原 動 力 は，未 知 に対 する飽 くな

き好 奇 心 と，未 知 を明 らかにしようとする不 屈 のチャレンジ精 神 です。｢未 知 への挑 戦 ｣－こ

れが自 然 科 学 の原 点 です。この原 点 に立 って，理 学 部 は次 の様 な理 念 のもとで科 学 ・科 学

技 術 を担 う人 材 の育 成 に取 り組 んでいます。 

1 .  (志 願 者 の受 入 れ)自 然 科 学 を修 めたいと志 す全 国 の高 校 卒 業 生 (または同 等 の有

資 格 者 )を受 け入 れる。 

2 .  (カリキュラム)初 歩 から上 級 へ，原 理 から応 用 へ，体 系 的 カリキュラムを編 成 するとと

もに，学 生 の多 様 な好 奇 心 に対 応 して多 様 な履 修 計 画 を受 け入 れる。 

3 .  (教 育 内 容 )原 理 に根 ざした体 系 的 知 識 を確 立 するとともに，科 学 的 探 求 心 を育 む。 

4 .  (育 成 する人 材 )幅 広 い応 用 力 と深 い追 求 力 とともに，科 学 する者 の自 覚 をもって科

学 ・科 学 技 術 の継 承 ・発 展 に寄 与 する人 材 を育 成 する。 

  このような｢科 学 で未 来 を拓 く｣人 を育 て，技 術 ，企 画 開 発 ，研 究 ，教 育 など様 々な分 野 に

供 給 することによって，社 会 の未 来 を科 学 で拓 くことが理 学 部 の教 育 事 業 の目 的 です。 

 

● 学 部 の デ ィプ ロ マ・ ポリ シー （学 位 授 与 の 方 針 ， 卒 業 時 に 必 ず身 に つけ る 能 力 ）  

  本 学 部 で は ， 学 生 が 体 系 的 な 基 礎 学 識 を 持 ち ， 科 学 的 原 理 に 基 づいた汎 用 能 力 を 獲

得 す る こと を 目 指 し ， 教 育 を 行 っ て いま す 。 卒 業 生 は ， 深 い探 究 力 と 幅 広 い応 用 力 を 身 に

つ けた人 材 と し て 社 会 の 様 々 な 分 野 で 活 躍 し て い ま す 。 未 来 を 拓 く ため に は ， 一 職 業 人 と

し て 必 要 な 知 識 や 技 能 だけで な く ， 人 間 性 ， 社 会 性 ， 国 際 性 ほ か ， 一 市 民 と し て の 高 い教

養 を 身 に つける こと も 重 要 で す 。 これ ら の 観 点 か ら ， 理 学 部 は 次 の 3 項 目 を 人 材 育 成 の 目

標 と し て 教 育 事 業 を 展 開 し て い ま す 。  

 

1．（科 学 的 知 性 ）科 学 の基 礎 知 識 と技 能 を習 得 して自 己 の中 に体 系 化 できており，それを

基 盤 にして自 律 的 に知 的 能 力 を発 展 させることができる。 

2．（科 学 的 解 決 力 ）科 学 的 原 理 に遡 って対 象 の本 質 を分 析 し，討 論 と実 証 的 な調 査 ・研

究 を通 じて課 題 を解 決 に導 くことができる。 

3．（科 学 する者 の自 覚 ）社 会 ，文 化 ，地 球 環 境 の観 点 から科 学 ・科 学 技 術 の役 割 と責 任

を論 じることができる。 



 

 

● 学 部 の アドミッ ショ ン ・ ポリ シー （ 学 生 受 け 入 れ の 方 針 ， 入 学 時 に 問 わ れ る 能 力 ）  

私 たち を 魅 了 し て 止 ま な い自 然 と 生 命 の 神 秘  ―  目 く る め く ば か り の 千 変 万 化 を 貫 く

一 本 の 法 則 性 ， 膨 大 な 個 々 を 統 合 す る 驚 く べ き 合 目 的 性 ， そ れ ら が 明 ら か に な れ ば な る ほ

ど深 ま る 神 秘 。 神 秘 を 明 ら か に し たい ―  それ は も っ と も 高 貴 な 人 間 的 欲 求 で す 。 そ の 欲

求 に 基 づく 営 み は ， 自 然 科 学 と いう 学 問 研 究 と し て 整 備 さ れ ， 人 類 の 精 神 的 ， 物 質 的 豊

か さ を 生 み 出 す 泉 と な っ て いま す 。 愛 媛 大 学 理 学 部 は その 泉 の 一 つ と し て ， 未 知 な る 世 界

を 探 究 し ， その 知 見 を 文 化 に 取 り 入 れ ， 文 明 に 応 用 し て いま す 。 さ ら に その 活 動 を 引 き 継 ぐ

次 世 代 の 人 材 を 育 成 す る こと も 私 たち の 重 要 な 仕 事 で す 。 未 知 に 挑 み ， 科 学 で 未 来 を 拓

く 人 を 理 学 部 は 育 て ま す 。 その ため に 次 の よ う な 資 質 を も っ た， 情 熱 あ ふ れ る み な さ ん を 募

集 し て いま す 。  

 

1 ． （ 学 力 の 基 盤 ） 高 等 学 校 レ ベル の 数 学 およ び 自 然 科 学 を 修 め て おり ， 学 士 課 程 の 理 学

を 自 律 的 に 学 ぶ ため の 用 意 が 十 分 に で き て いる 。  

2 ． （ 論 理 的 思 考 力 ） 物 事 を 論 理 的 に 考 察 し ， 自 分 の 考 え を 論 理 的 に ま と め て 表 現 す る こ

と が で き る 。  

3 ． （ 科 学 に生 き る 意 志 ） 社 会 ， 文 化 ， 地 球 環 境 保 全 の ため に 科 学 ・ 科 学 技 術 を 役 立 て た

い と 志 し て いる 。  

 

理 学 部 で は 特 別 な 職 能 を トレ ー ニ ン グ す る 教 育 を 行 う わ けで は あ り ま せん 。 む し ろ 基 礎 原

理 に 立 脚 し た学 識 の 構 築 に 重 点 を 置 いて いま す 。 そ れ 故 に こそ ， 卒 業 生 は 幅 広 い 応 用 力

と 深 い追 求 力 の あ る 技 術 者 ， 研 究 者 ， 教 育 者 と し て 社 会 か ら 高 く 評 価 さ れ て いま す 。 科 学

で 未 来 を 拓 いて み た い， そん な 夢 を ， 是 非 ， 愛 媛 大 学 理 学 部 で 実 現 し て く ださ い。  

 

● 学 部 の カ リ キ ュ ラム ・ ポリ シー （ 教 育 課 程 編 成 ・ 実 施 の 方 針 ， カ リキ ュ ラ ム の特 徴 ・ 特

色 ）  

理 学 部 は ， 科 学 の 5 基 幹 分 野 ( 数 学 ， 物 理 学 ， 化 学 ， 生 物 学 ， 地 球 科 学 )に 対 応 し て 5

学 科 を 設 置 し ， 以 下 の よ う な 理 念 の も と で カ リ キ ュ ラ ム を 編 成 し て いま す 。  

 

1 ． 高 等 学 校 教 育 か ら の 接 続 性 を 確 保 し ， 大 学 入 学 か ら 卒 業 ま で 円 滑 で 効 果 的 な 理 学

教 育 を 実 現 す る 。   

2 ． 原 理 的 な 学 理 を 学 ぶ 機 会 を 用 意 し 幅 広 い応 用 力 を 身 に つ けた人 材 を 育 成 す る 。   

3 ． 多 様 な 分 野 の 教 育 研 究 者 の 機 動 的 な 連 携 を 強 化 す る こ と に よ り ， 幅 広 い学 識 を 身 に

つ けた人 材 を 育 成 す る 。  

 

 カ リ キ ュ ラ ム は 共 通 教 育 科 目 と 専 門 教 育 科 目 か ら な り ， それ ぞ れ 表 1 の よ う に授 業 目 的

に 応 じ て 区 分 さ れ て い ま す 。 体 系 的 基 礎 学 識 の 獲 得 の ため に ， 共 通 教 育 科 目 に おいて 高

校 と 大 学 教 育 の 橋 渡 し を 行 う と と も に ， 専 門 科 目 を 7 つ に 区 分 し て 構 造 化 し (表 1 参 照 )，  

初 歩 か ら 上 級 へ ， 原 理 か ら 応 用 へ 年 次 進 行 に 合 わ せ て 発 展 的 に 授 業 科 目 を 配 置 し て い

ま す 。 な お ， 科 目 と デ ィ プロ マ ・ ポ リ シ ー の 対 応 も 表 １ に示 し て あ りま す 。  



 

 

表 1 ． 授 業 科 目 区 分 と 授 業 目 的 ( 授 業 科 目 区 分 と 授 業 目 的 )  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ま た， 学 生 の 多 様 な 好 奇 心 を 満 たす ため に ， 各 学 科 に は 履 修 コー ス と し て 主 コー ス の ほ

か に 複 合 コー ス を 用 意 し ， 境 界 領 域 の 教 育 に も 力 を 注 いで いま す 。 ま た， 全 学 的 に 設 置 さ

れ たス ー パ ー サ イ エ ン ス 特 別 コー ス の 運 営 に も 参 画 し ， 次 世 代 を 担 う ， 優 れ た国 際 的 な 研

究 者 を 育 成 し て いま す 。  

 ま た， 学 生 み な さ ん に 履 修 活 動 の 自 由 度 を 保 証 し て 知 的 好 奇 心 を 満 たす ため に ， 多 彩

な 選 択 科 目 を 配 置 す る だけで な く ，  

1 ． 複 数 の コー ス の 中 か ら 履 修 コ ー ス が 選 択 で き る （1 年 次 末 )，   

2 ． 学 内 外 か ら 招 聘 さ れ た第 一 線 級 の 教 員 に よ る 特 別 講 義 が 履 修 で き る ，   

3 ． 他 大 学 の 単 位 互 換 科 目 だ けで な く ， 他 学 部 ・ 他 大 学 お よ び 海 外 の 大 学 の 科 目 が 履 修

で き る ， よ う に し て いま す 。 ま た， 早 期 卒 業 の ため の 履 修 制 度 も あ り ， 他 コー ス ， 他 学 科 ， 他

学 部 ， 他 大 学 へ の 移 籍 に つ いて も 柔 軟 な 対 応 を し て いま す 。  

 

※ 学 科 の カリキュラム・ポリシーは 学 部 と共 通 です。 

 


